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  ガイドのためのフォローアップ研修に寄せて 

会長 阿久澤 武史 

 

今年の 3 月 16日、沖縄の辺野古沖で小型船が転覆し、学校の研修旅行で平和学習を

していた高校生が亡くなるという痛ましい事故が起きました。学校側にも、船を運行し

た市民団体側にも安全管理上の不備があったのは確かです。 

その後、文科省はこの学校の平和教育の内容について、教育基本法が定める政治的中

立性との関係から問題があるとの見解を示しました。教育行政上まず重要なことは、事

故の原因を究明し、同じような事故が起きないように指導することです。しかしなが

ら、文科省が政治的中立性の問題と絡めたことで、論点が拡散してしまったように見え

ます。今回の事故を受けて、沖縄での平和学習そのものを見直す動きが広がり、米軍基

地を見学コースから外す学校もあるようです。 

平和な社会は、それを支える政治のあり方と深く結びついています。過去の戦争と現

在の基地問題も不可分の関係にあります。未来に向けて持続可能な社会を実現するため

に、平和に関する学びが必要であることは、あらためて言うまでもありません。 

日吉台地下壕保存の会は、毎年多くの学校から依頼を受けて、戦争遺跡のガイド活動

を行なっています。いわば学校が行う平和学習のお手伝いをする立場です。私たちの会

に求められているのは、安全な見学を実施し、政治的中立性にも十分に配慮しながら、

学校が安心して平和学習に取り組める環境を整えることです。 

私たちは、長年「ガイド養成講座」を行なってきました。ここ数年は受講者が多くな

り、新しいガイドが増えています。ガイドの人数が増えたことで見学会を実施しやすく

なりました。仲間が増えたことは大

変心強く、会にとって大きな喜びで

もあります。他方で、人数が増えた

ために安全に対する認識を全員で共

有することが難しいと感じることも

多くなりました。そこで今年は「ガ

イド養成講座」に代えて、ガイドの

ための「フォローアップ研修」を行

なうことにしました。対象は新人ガ

イドだけでなく、ベテランガイドも

含まれます。あらためて全員で見学 
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会における安全対策を見直し、戦跡ガイドとしての心構えを確認する機会になればと考

えたからです。 

第 1回目の研修の冒頭で、私は初代会長であった永戸多喜雄さんの言葉を紹介しまし

た。会の発足直後の会報第 1号に掲載された挨拶文です。ここには日吉台地下壕のガイ

ドとしての基本的な心構えが示されています。 
 

 慶應義塾の教職員有志、空襲下の日吉で生きた人々、旧海軍関係者、地域で子供た

ちの教育にたずさわる教師たち、きわめて穏和だが、平和への熱い想いを胸に秘め

た周辺の市民が、一つの目的のために、この会を結成したこと自体、数年前に地下

壕調査を思い立ち、細々と活動を続けてきた私たちにとっては、当初は夢にも考え

なかった劃期的な出来事です。 
 

 「きわめて穏和だが、平和への熱い想いを胸に秘めた」という言葉を、私たちはずっ

と大切にしてきました。日吉台地下壕保存の会は、強い口調で声高に平和を主張する会

ではありません。戦跡に向き合い、歴史に学び、冷静に事実を語り、保存と活用に取り

組んでいます。胸の中には常に「平和への熱い想い」があります。これが 37年間にわ

たって大切にし続けてきた会の哲学であり、私たちの信条です。平和な社会を守りたい

という思いを抱くことは、民主国家に生きる私たちに保障された自由であり、いかなる

政治権力もそれを否定したり抑圧したりすることはできません。 

 永戸さんは続けて次のように言い、この挨拶文を締めくくります。これもまた私たち

が大切にすべき言葉であり、38回目の定期総会を迎えた会への力強いエールでもある

と思います。 
  

  日吉台の土のなかに横たわるあの地下壕は、太平洋戦争の歴史的な証言です。これ

から私たちは、めいめいがそれぞれの立場から、地下壕の証言に耳を傾け、二十世

紀の最後を生きる私たちに地下壕がつきつける問い掛けに答えながら、設立総会が

採決した目的を実現するために、たしかな足どりで歩き始めましょう。 
 

見学会の主役はガイドではありません。主役はあくまでも遺跡であり、見学者です。

壕内を見学する人たちが、そこで感じること、考えること、それは「地下壕がつきつけ

る問い掛け」に対する答えを探すことです。見学者、特にこの国の未来を担う若い人た

ち、児童生徒や学生が、地下壕を歩き、地下壕と対話することから生まれる発見や思考

の深まりを、ガイドは不用意にかき乱してはならないと思います。 

地下壕は物言わぬ遺構として地中深く眠っています。見学者が懐中電灯の明かりで照

らすことで、冷たいコンクリートの壁が目の前に現れます。「これはいったい何だろ

う」「この先に何があるのだろう」「ここにどんな人たちがいて、何をしていたのだろう

か」「当時の日本はどんな国だったのだろうか」、闇を照らす懐中電灯は、若い見学者の

好奇心や知性の光でもあります。 

ガイドはどのような立ち位置で、どのような言葉を選んで語るべきなのか。また、安

全な見学を実現するために何が必要なのか。ガイドとは、知識や答えを一方的に伝える

人ではありません。見学者が自ら考えるきっかけをつくり、その学びを支える存在であ

る――私はそのように考えています。 
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         第 38 回 日吉台地下壕保存の会 講演会・定期総会 
 

日時：2026 年 6 月 6日（土）午後 1時～4時 

場所：慶應義塾日吉キャンパス 来往舎シンポジウムスペース 

主催：日吉台地下壕保存の会 

 ※以下の議題はすべて異議なく承認されました。 

 

☆2025 年度活動報告 

◇会員数：個人 226名  会報交換・寄贈団体：83団体 

◇運営委員会開催：2025／4～2026／3 11 回 

◇会報発行：4回 161号(4/25）～164号（1/30）  

◇地下壕見学会：2025／4～2026／3 46 回 1,830人 

◇ガイド養成講座：2025年 4月 12日（土）～7月 12日（土）修了者 11名 

◇テレビ出演： 

・2025年 5月 24日（土）ＴＶＫ「ハマナビ」より取材を受けた内容が放映される。 

テーマ：日吉台地下壕の保存と戦争を伝える活動に取り組む日吉台地下壕保存の会 

 ・2025年 7月 31日（木）ネットＴＶ「イッツコム地モト NEWS」より港北図書館パネ

ル展の様子の取材を受け放映される。 

◇第 30回平和のための戦争展㏌よこはま:2025年 5月 25 日（日）、5月 30日（金） 

  ～6月 1日（日） かながわ県民センター 日吉台地下壕 展示参加 

◇福澤研究センター設置講座 5月 26日（月）～ 6月 16日（月）⑥～⑨ 

 「慶應義塾と日吉台地下壕」阿久澤武史  

「戦没塾生 上原良司を通してみる 戦争の時代」亀岡敦子 地下壕見学会含む 

◇「日吉台地下壕の歴史」出前講座 港南地区センター講演会(わが街を愉しむ会主催） 

  2025年 6月 4日（水）会場：港南区社会福祉協議会「そよ風の家 3Ｆ」  

◇慶應義塾大学経済学部座学パワポ授業（独立館 D302）2025年 6月 23 日（月） 

◇定期総会開催：第 37回 2025年 6月 28 日（土）来往舎大会議室 

◇講演会 総会開催前に開催 

講演内容：日吉の丘から学ぶ地球のこと、人間のこと 

講師 杵島正洋氏（慶應義塾高等学校教諭 理科・地学、 

慶應義塾大学講師 地学、日吉学） 

◇港北図書館パネル展示会・ミニレクチャー・講演会： 

展示会  2025年 7月 10日（木）～8月 16日（土） 

ミニレクチャー 7月 19日（土）、8 月 2日（土）、 

講演会         8月 9日（土）『日吉キャンパスにある戦争遺跡』 

◇東急東横線 100周年フォーラム 沿線 5 駅の未来を語る（日吉・綱島・大倉山・菊

名・妙蓮寺）が開催され、慶應義塾大学福澤研究センター教授 都倉武之氏が登壇 

2025年 8 月 19日（火） 

 

定期総会報告 
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◇日吉台地下壕パネル展示会・ミニレクチャー（日吉の本だな） 

  展示会 2025年 8月 16日（土）～9 月 5日（金） 

  ミニレクチャー 8月 20日（水） 

◇第 28回戦争遺跡保存全国シンポジウム「信州まつもと大会」に参加 

2025年 8月 23日（土）～25日（月）（参加者 延べ 300名） 

 主催：戦争遺跡保存全国ネットワーク、第 28回戦争遺跡保存全国シンポジウム信州

まつもと大会実行委員会 

  

 23日 全体会・講演会 [松本第一高等学校多目的ホール] 全体会 13:00～ 

   記念講演：「戦後」80年を生きる～戦争に向かい合う心理と論理～ 

大串潤児さん（国立歴史民族博物館教授、元信州大学教授）  

   基調報告：戦争遺跡保存運動の現状と課題 

   地域報告：松本の戦争遺跡 16年の変化・登戸研究所の疎開 

戦争遺跡保存全国ネットワーク会員総会、その後分科会打ち合わせ会 

   交流会：18:00～ [松本第一高等学校多目的ホール] 

 24日 分科会・閉会 [松本第一高等学校 視聴覚室 4F・教室 3F・PC 教室 2F] 

  9:00～15:00 第 1分科会 保存運動の現状と課題  第 2分科会調査の方法と整備技術 

     第 3 分科会 平和博物館と次世代への継承  ◇日吉台地下壕保存の会 亀岡敦子 

特攻隊員・上原良司の生涯から学ぶこと 

  15:00～閉会集会 

 

 25日 現地見学会 

 ☆半日コース 松本市の戦争遺跡  

松本市北部戦跡 

 ☆1日コース 登戸研究所疎開工  

場・駒ヶ根市登戸研究所平和史 

料館他 

 

◇ガイド学習会／拡大ガイド学習会：

2025／9～2025／3(4回)日吉地区セン

ター 

◇箕輪町にお住いの小島明雄さん（91   

歳）より海軍の地下壕があった当時 

の様子他、貴重な情報を伺う 2025 

年 10月 28 日(火)、11月 21日(金) 

◇久里浜・浦賀フィールドワーク 

2026年 2 月 18日（土）陸上自衛隊 

久里浜駐屯地（旧久里浜海軍通信学 

校）、久里浜少年院・横須賀刑務支所  

引揚船物故者供養塔 参加 20名(AM) 

16名(PM) 
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◇東住吉小学校「6年生学習発表会 はばたきの会」：2026 年 2月 20日(金)に参加 
 

◇東京新聞 2026年 3月 23 日朝刊横浜版に「かながわ未来人 暗闇から真の学びを 慶應 

高校長 校舎下の戦争遺産に光 日吉台地下壕保存の会会長 阿久澤武史さん」の記事 

が掲載される。 

2026年度 予算 （単位 円） 
 

費 目 2026年度予

算 

備 考 

【収入の部】 

会費 

 

 

400,000 

 

 

会費 2,000円 

見学会参加費 1,000,000  

図書等頒布 10,000  

ガイド養成講座受講料 0 ※2026年度は実施しない 

資料集 100,000  

繰越金 1,574,556  

合計 3,084,556  

【支出の部】 

運営費 

 

 

150,000 

 

 

各種会合・打ち合わせ・保険料等 

事務費 100,000 事務用品費等 

印刷費 750,000 会報・冊子・資料等 

通信費 300,000 会報送料等 

図書資料費 50,000 参考書籍 

交流・交通費 400,000 全国ネット団体会員年会費・各平和展参加費・ガイ

ド交通費補助等 

謝礼 100,000 講演・学習・調査等 

予備費 1,234,556  

合計 3,084,556  

 

収入の部の会費は前年度実績をもとに計上しました。 

2026年 6月 6日                   

日吉台地下壕保存の会 

運営委員会 

 
☆2026 年度日吉台地下壕保存の会 

会長・副会長・運営委員・会計監査 

 
会 長  阿久澤 武史 

副会長  亀岡 敦子   喜田 美登里   羽田 功 

運営委員 上野 美代子  遠藤 美幸    岡本 雅之 

     小野 由紀   岸本 正     小山 信雄 

     佐藤 宗達   佐藤 由香    田中 剛 

      福岡 誠    山田 譲     山田 淑子 

会計監査 熊谷 紀子   山口 園子 
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☆2026 年度 活動方針 

戦後 80年が経ち、戦争の記憶の継承が「人から人へ」から「モノから人へ」に移っ

て久しいと言われます。戦争は過去のものではなく、世界で現在起こっていることでも

あり、私たちの日常生活に不安な影を落としています。こうした中で、戦争や平和につ

いて考える場として、日吉台地下壕への関心が高くなり、見学を希望する人や団体が増

えています。 

一方で、見学の安全性も強く求められています。特に学校教育では校外で平和学習を

行う際の安全の基準が今後ますます高くなることが予想されます。 

会の活動の中心にガイド活動があります。今年度は「ガイド養成講座」の開講を見送

り、初めての試みとして、ガイドを始められた方々を対象に「フォローアップ研修」を

実施することにしました。戦争遺跡を案内する者としての見識を深め、見学会を安全に

実施するための役割を再確認するためです。見学会をより充実させ、多くの人たちが安

心して参加できるように、工夫と研鑽を重ねていきます。 

新しい資料集の編纂は、昨年度からの継続の課題です。会がこれまで蓄積してきた地

下壕関係者や戦争体験者からの聞き取りの記録は、相当な分量になっています。それら

を文字化する作業を少しずつ進めながら、貴重な記録を散逸することなく残していきた

いと考えています。 

今年度も年 4回の会報の発行、ガイド学習会、講演会、出張授業の実施など、昨年同

様の活動を継続します。地下壕の文化財指定に関しては、引き続き慶應義塾や横浜市へ

の働きかけを行っていきます。 

 

活動方針 

○文化財指定早期実現を文化庁・神奈川県・横浜市に働きかけ、地下壕を保存する。 

○慶應義塾・横浜市・神奈川県・国への働きかけを、港北区民をはじめとする地域住民

と協力して行う。 

○小・中・高校生及び広く一般市民などに対して、安全でわかりやすい見学会を実施す

る。 

○戦争遺跡保存全国ネットワークの会員

団体として、全国的な保存活動に参加す

る。 

○日吉台地下壕見学会の内容をより充実

させるために、ガイドの養成や研修・講

演会・学習会・展示を開催し、運営す

る。 

○神奈川県内の他団体と連携し、日吉台

地下壕についての展示や講演を行う。 

○日吉台地下壕の調査・研究を深める。 

○運営委員会の活動をより一層充実させ

る。 

 講演会の様子 
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講演会 

 総会に先立って、遠藤美幸氏（イギリス社会史・ビルマ戦史研究者、日吉台地下壕保

存の会 運営委員）より約２時間、「いま、日本軍兵士の声を聴く～戦友会の「お世話

係」によるオーラル・ヒストリー～」というテーマで、拉孟戦研究に出会うまで、女性

が研究者になるということ、研究の目的と方法、戦友会とは？などたくさんの貴重なお

話をしていただきました。 

 

2026 戦争展 人類の危機の中で、平和な未来に向かって、 

希望をもって      戦争展事務局・当会会員 吉沢てい子 

 

「平和のための戦争展 in よこはま」は今年 31回目。5月 29日から 31日までかなが

わ県民センターで開催しました。 

戦後 81年。戦争は遠のくどころか、2 月にはアメリカとイスラエルがイランを軍事

攻撃し、戦火は中東諸国に広がりました。終末時計は最短の 85秒。そうした中で迎え

た戦争展でした。 

特別企画は「戦争しない世界を」決意を込めてテーマに、5月 30日に開催しまし

た。実行委員長で被団協事務局次長の和田征子さんは、「人類の危機を救おう」とあい

さつ。「これは 70年前、日本被団協の結成大会宣言『世界への挨拶』の中の言葉。70

年たった今、再びかつてない重みをもって私たちに迫ってくる。そのことを訴えた

い」。 

今年も日吉台中学校演劇部に朗読劇を披露していただきました。再び沖縄が戦場にな

りかねない近年の動きの中で舞台は昨年に続き沖縄。沖縄の人たちに不安や危機感、複

雑な思いにさせているのは、本土の私たちが自分事として考えていないからではないの

か、そのことを伝えたいと顧問の山田先生は沖縄の中学生が作った創作劇を基に、沖縄

戦といまの沖縄の状況を台本に書きました。中学生は入学して間もない１年生や２年生

で、練習期間は２週間ほどでしたが、登場するおばあや沖縄の中学生に寄り添い演じま

した。参加者から、賞賛の感想が数多く寄せられました。 

若い人たちの報告はもう一つ。Y校の部活の卒業生「NGO グローカリー」。これまで、

横浜大空襲や広島などのフィールドワーク、体験者の聞き取り、五大路子さんとの交流

など取り組んできましたが、今回は「空襲を考えるときに見落とせない視点」と題して

発表。できごとを俯瞰して見る試

み、いろいろな課題―戦争や空襲を

どう若い世代でシェアするか、戦争

遺跡をどう活かしていくか、被害の

もとになった加害の側面などの考

察、やはり、地元・足元から見つけ

て、考えることの大切さの再確認な

ど報告されました。 

最後に、ピースボート共同代表の

畠山澄子さんの講演。タイトルは

「世界と舫う―戦争ではなく、平和

を選ぶために」。ピースボートは３

か月間、国際交流・地球一周の旅を

行い、毎日、様々な企画が乗船者 

報告 
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2000人に提供され、利用されていく。その中の一つに「被爆者の証言を世界に届ける

プロジェクト」があり、畠山さんが担当し、今回和田さんが証言を行いました。途中、

神戸港に寄港した際には、30メートルの「NO WAR！STOP KILLING!」と書かれたバナー

を船体に掲示し、デッキには大勢の乗船者が「NO WAR」のパネルを持ち出迎える人たち

とエールを交換しあったそうです。最近の国会周辺での集会には若い人や女性たちがペ

ンライトを持ち大勢参加するようになりました。畠山さんも呼びかけ人の一人です。そ

うしたピースボートの取り組みを映像を使いながら講演されました。最後に「明日、日

曜日のサンデーモーニングに出演します！」とお知らせ。テレビを通していつも的確な

コメントをされている畠山さんが目の前で、「対話が大事」「あきらめない」「希望を持

って」との語りかけは参加者の心に響き、受け止められたのではないでしょうか。終了

後、サンデーモーニングのコメンテーターはいつも女性 2人、男性 2人の配置にしてい

るとの話も聞きました。いつも人権や平等を意識して番組を組み立てていることもわか

りました。 

展示は 5 月 29日から 31 日の 3日間、約 500点展示しました。 

「横浜大空襲」がメインの一つで、毎年横浜市市史資料室から借りて展示しています。

これまで写真などのパネルと焼夷弾や国民服などの現物を借りて展示していましたが、

80年を超え現物は老朽化し私たちには管理が難しく、今年は写真パネルのみになりま

した。改めて、横浜市に常設の平和博物館・資料館を設置し、展示をしてほしいと思い

ました。 

戦争展の初期から空襲体験画を提供し

てくれていた増田成之さんは今年 100

歳。「若い頃訪れた新宿の『ムーラン・ル

ージュ』は空襲で焼失してしまった。在

ったことを伝えておきたい。人間の争い

は宇宙から見たら、ちっぽけなこと。宇

宙や星々の旅を絵にしたい。最後の絵に

なるかもしれない。」と新たに 3枚描き提

供してくれました。それは、東京新聞に

大きく掲載され、東京 23 区版にも掲載さ

れました。 

和田さんがノーベル平和賞受賞でオス

ロ訪問をはじめ数々の活動をコミックに

したものや広島の高校生が描いた原爆の

絵、コスタリカの旅から学んだ「平和の

作り方」の紙芝居など今年新たな展示が加わりました。各コーナーで丁寧に説明してい

ただいたと来場者の感想に感謝が込められていました。 

戦争展は、全体で 1300 人の来場者がありました。特別企画は予想を大幅に上回る参

加者で、中学生の退席を待って、会場に入ってもらうなど、大変でした。資料も足り

ず、後で郵送しました。今年、これほど参加者が多かったのはなぜか、魅力的な講演を

直接聞きたいということと合わせて、高市政権の戦争へと突き進む危険な動きが一人一

人の参加を促したのではないか、参加者は福島や関東各県、沖縄からの参加者もいまし

た。紙チラシだけでは伝えきれない、ＳＮＳの力も大きかったのではないかと思いま

す。横浜市も Facebookに掲載してくれました。 

戦争展は、世代を超えて平和な未来について考える場になればと願って開催しました。

人類の危機の中で、平和に向かって、それぞれが希望を示し、ともに考えることができ

たのではないかと思います。 

2026 戦争展 増田展示作品 
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暑さ対策について 

   

 熱中症対策として、暑さ指数を導入し

ます。キャンパスに設置された「熱中症

計」の WBGT（暑さ指数）が 31℃以上の場

合は「危険」と見なし、地上の戦争遺跡

は見学中止と致します。（地下壕内は見学

します。16～20℃と冷涼な為） 

併せて見学時間も通常 2 時間 30分→2

時間程度に短縮します。皆様のご理解・

ご協力の程よろしくお願いします。 

 

※ WGBT： Wet Bulb Globe Temperature 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 主催：日吉台地下壕保存の会、横浜市港北図書館 

◎パネル展示会（日吉台地下壕保存の会） 

 日吉台地下壕、戦前の日吉の様子、アジア・太平洋戦争関連の展示を行います 

場所：横浜市港北図書館１階 “港北まちの情報コーナー” 

展示期間：７月２２日（水）～８月１６日（日）まで 

開館時間：９時３０分～１７時 

※ミニレクチャー：展示会に来られた方々に保存の会の説明員が説明します 

日時：７月２５日（土）、８月１日（土）共に１４時～１６時 

 

◎講演会（日吉キャンパスにある戦争遺跡） 

日時：８月８日（土）１０時～１２時  場所：横浜市港北図書館２階 会議室Ａ 

定員：当日先着４０名（申し込み不要） 

◎パネル展示会（日吉台地下壕保存の会） 

 日吉台地下壕、戦前の日吉の様子、アジア・太平洋戦争関連の展示を行います 

場所：日吉の本だな（日吉図書取次所） 

 慶應義塾大学「協生館」１階 日吉駅（東急東横線・目黒線、市営地下鉄グリーン 

ライン）徒歩１分 

展示期間：８月１９日（水）正午～９月２日（水）正午まで 

８月２５日（火）１０時３０分～１１時まで展示パネルの解説を行います。 

お知らせ 

第一校舎グラウンド側の表示板 

（右が指数、左が実気温） 

https://assets.st-note.com/img/1783501258-GPNQce9OKrJomqI1AWRLzDYE.jpg?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
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第 29 回戦争遺跡保存全国シンポジウム土佐清水大会  

2026.8/22(土)～24(月)   

戦後 81 年、戦争の実相を真正面から捉え、これをどのように次世代に 

継承していくか ―戦争遺跡の保存・文化財指定・活用を考える― 

 

◇趣旨： 
戦後 8１年が過ぎ、戦争を実際に体験した世代の高齢化が進み、「二度と戦争を起こ

さない」「戦争の残酷さやその実相を正しく語り伝えていく」ことが難しい状況になっ

ている。今年に入ってのイスラエルや米国の国際法を無視したイランへの空爆、イラ

ンのイスラエルや中東各国の米軍基地への報復爆撃等々、世界を取り巻く情勢は一触

即発、第三次世界大戦勃発への危険が私たちの身近にまで迫っている。 

このような実情を踏まえとりわけ未来を背負う若い世代に戦争の実相をどのように

伝えどう継承していけばよいのか。平和教育やその学習のあり方も模索されている。 

米国のイラン空爆では小学校が空爆を受け、多数の子どもたちの命が奪われた。 

 戦後 81年。人間は未だに戦争の残酷さやその実相から目をそらし、多くの尊い命が

略奪されてきた史実や教訓を忘れている。私たちは、時代に即応した新たな切り口で

戦争の実相を学び、見つめながら未来の平和を創造していかなければならない。その

ために各地に残存する戦争遺跡に着目し、その保存・活用を通し、戦争の残酷さやそ

の実相に向き合い、平和教育のバトンを次世代につないでいくことが肝心である。 

 「第 2９回全国シンポジウム」は、高知県土佐清水市で開催される。高知県での開催

は、「第４回南国大会」「第２１回高知大会」に続き３回目である。土佐清水市の足摺

半島には「日露戦争時の望楼跡」「アジア太平洋戦争時の呉海軍警備隊足摺探信所跡」

「防空監視硝跡」「民間の防空壕跡」等々、たくさんの戦争の残像が点在している。 

また、市街地には「第 132震洋隊越基地格納壕跡」がその原形を留めている。土佐

清水市教育委員会は、2024 年（令和 6）5月２９日、この遺跡を市史跡に指定した。 

今回の「第２９回戦争遺跡保存全国シンポジウム土佐清水大会」では、全国各地の

保存運動の教訓・問題点に学び、それぞれの地元の戦争遺跡から、戦争の実相を正面

から捉えて再び戦争を起こさないためには、どのような平和教育や学習を実践してい

けばよいかをベースに、その考察を進めていきたい。 

 

◇主催 戦争遺跡保存全国ネットワーク「第 29回戦争遺跡保存全国シンポジウム土佐

清水大会」実行委員会 ◇共催 土佐清水市郷土史同好会 

◇後援 土佐清水市、土佐清水市教育委員会、公益財団法人高知県観光コンベンション

協会、高知新聞社、ＲＫＣ高知放送、ＫＳＳさんさんテレビ等 

◇日程と会場 

８月２２日（土）≪全体会･会員総会など≫ 土佐清水市立中央公民館 3階多目的ホール 

13:00～開会行事 来賓挨拶（土佐清水市長   橋本敏男） 

         主催者挨拶（大会実行委員長/土佐清水市郷土史同好会会長  黒原一寿） 

13:15～記念講演「少年万次郎を育んだ故郷/土佐清水」(土佐史談会副会長 田村公利） 

14:30～基調報告（戦争遺跡保存全国シンポジウム共同代表 出原恵三） 

15:00～地域報告 

➀「高知における戦争遺跡の動向」(戦争遺跡保存全国ネットワーク・高知 松村信博) 

②「広島からアジア加害の戦争遺跡保存を考える-大久野島毒ガス製造遺跡を中心に- 

(戦争遺跡保存全国ネットワーク・広島 多賀俊介) 

お知らせ 
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16:00～ 戦争遺跡保存全国ネットワーク会員総会、 分科会打ち合わせ会 

交流会 18:30～「珉宝」（土佐清水市栄町 2-6、℡0880-82-3633） 
  
８月２３日（日）≪分科会･閉会集会など≫ 土佐清水市立中央公民館 

9:30～ 第１分科会「保存運動の現状と課題」  

第２分科会「調査の方法と保存整備の技術」  

第３分科会「平和博物館と次世代への継承」  

15:15～閉会集会（３階多目的ホール）分科会報告、集会アピール、特別決議 
  
８月２４日（月）≪現地見学会≫ 大型バス１台（45名定員・最少開催人数 30名） 

7:30 中村駅出発 8:20 土佐清水市役所玄関前出発  

8:30～9:00 第 132震洋隊越基地格納壕跡見学 9:40～9:50 大月町道の駅(トイレ休憩) 

10:20～11:50 宿毛港周辺戦争遺跡（宿毛市宇須々木）見学 12:00 宿毛駅解散  

◇ 参加費 2,000円（大学生 1,000円、高校生以下無料） 

※２日分。1日参加であってもこの金額です。                 

◇ 交流会費（22日土曜日 18：30開始）6,000円 

◇ 昼食弁当代＝１食 700 円（23日日曜日のみ手配） 

※お茶は各自で用意(自販機あり) 

◇ 現地見学会（フィールドワーク）費用 貸切バス+資料代    

3,000 円（最少開催人数 30人）※45名迄で締め切ります 
 
◇申し込み（参加費、交流会、弁当、現地見学） 

 https://forms.gle/ECibQfF9wvCkNBDt6  でお願いします。 

上記のグーグルフォームを使えない方は、   

tamura.kimitoshi@gmail.com までメイルをお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉精神文化研究所を見学して   ガイド 鹿村洋人    

 

5月９日(土)、横浜市大倉精神文化研究所(横浜市大倉山記念館)見学会に参加しまし

た。当日は、同研究所の林宏美研究員から約 2時間半にわたりご案内して頂きました。

先ず、横浜市の市民利用施設として使われている現在の建物の概要について説明があり

ました。1932(昭和 7)年 4 月に、実業家の大倉邦彦により大倉精神文化研究所本館とし

て竣工、設計者は長野宇平治、プレヘレニック様式と呼ばれる建築デザインで、円柱の

形状が裾ぼそりの柱であること、三角形の窓、円盤列、和洋折衷の彫刻等が見られ、創

立者である大倉邦彦の「東西文化の融合」の思想が反映されているとのことでした。そ

の後、記念館前の敷地に移動し、日本列島の形に芝と松の木が植えられて周りに砂利が

敷き詰められていた跡、研究所付属寮の富嶽荘、所員用住宅の楠風荘、武道場兼修養道 

場の神風荘、朝鮮人留学生寄宿舎の明生寮等各跡地を見て回りました。同研究所の建物 

報告 

大月書店から『決定版 日本の戦争遺跡』が出版されました。戦争遺跡保存全国ネットワークが中心になって

日本各地の研究者や市民 100 名以上が、これまでの研究成果を結集させた 1 冊です。地域によっては、記述の

薄い所もありますが、海外を含め約 250 件の戦争遺跡を詳述していますし、指定文化財や登録文化財になった

戦争遺跡、保存されず消滅した戦争遺跡などもまとめられています。これまでの戦争遺跡保存のあゆみや、戦

没者遺骨収集の課題、水中の戦争遺跡、文化財返還問題、調査や方法の具体例など戦争遺跡をめぐる広範囲の

テーマについても書かれています。B５版で 800 ページ近い本ですので厚さは 5cm もありどっしりと重いです。 

 

 https:/forms.gle/ECibQfF9wvCkNBDt6
mailto:tamura.kimitoshi@gmail.com
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には、大戦末期の 1944(昭和 19)年 9月から翌 1945(昭和 20)年 8月まで海軍気象部が入

り、主に千島沖の海霧の研究と米国やソ連の気象通信の暗号解読の活動を行っていまし

た。そのため研究所自体は拠点を富嶽荘に移して活動を継続しましたが、1945年 3月

になると、富嶽荘も海軍が借用することになったため研究所はその活動を終戦まで完全

停止を余儀なくされました。この富嶽荘には戦後の 1946(昭和 21)年から 1952 (昭和

27)年まで慶應大学寄宿舎として使用されたとのことです。建物周辺の関連施設を見て

回った後、3階建ての館内見学に移り、「心」の形に見立てられた中央館・ホール・回

廊を「知性」に見立てられた東館・西館が囲む構造になっているということでした。今

回は特別のご配慮により、海軍気象部との借家契約書、慶應義塾大学との(富嶽荘)家屋

貸借契約書、高橋誠一郎塾長代理への講座案内状、著名なジャーナリストが寄付した書

籍等、当時の貴重な資料を閲覧させて頂きました。 

 私は今回初めて同研究所を訪問し見学したのですが、建物が日吉第一校舎より２年前

に建造され戦時中の空襲被害をほとんど受けず(艦載機の機銃掃射の跡が僅かに残って

いたそうですが)、日吉キャンパス同様に海軍施設として使用され、さらに慶應義塾と

も関係があったことなどのいくつか日吉の海軍施設との共通点を知ることができて大変

勉強になりました。大倉精神文化研究所は戦後に本館で活動を再開後、存続が危ぶまれ

た時期があったそうで

すが、横浜市に寄贈さ

れて市民利用施設にな

ったことで現在も活動

を続けていることは本

当に良かったと思いま

す。そして戦争の時代

の証人としても重要な

役割を持ち続けている

ことをあらためて認識

しました。長時間ご案

内して頂いた林研究員

と地下壕保存の会の運

営委員の皆様にこの場

をお借りして感謝申し

上げます。 

 

日吉海軍・設備アレコレ (46) 

     軍令部第三部関係者の戦犯裁判―実松譲大佐は重労働 40 年 
運営委員 山田 譲 

(1)Ｋ班員のメモ―2名が「絞首刑」？ 

今回は設備そのものではなく、日吉の第一校舎、チャペル、地下壕で勤務した軍令部第

三部の話です。設備アレコレ(28)で私は軍令部第三部・部長直属Ｋ班の元理事生、津田

つる子さんへの聞取りメモを紹介しました。このメモは私たちの会の事務局長だった寺

田貞治さんが書いた走り書きのメモです。貴重な聞取り資料です。この中にとても気に 

連載 

フィールドワーク参加のみなさん 於：大倉精神文化研究所正面 
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なることが書かれていました。「ハルピン大学卒（片山 外交官出身）→絞首刑になっ

た。大田少佐（第三部）も絞首刑になった。」これについて調べたところ、「大田小佐」 

は部長直属乙部員・太田守少佐でした。他方「片山」については軍令部第三部の勤務者

名簿には見当たりませんでした。いずれにしても軍令部第三部は捕虜尋問に関わってい

ますので、捕虜虐待の戦犯容疑をかけられたことは間違えありません。しかし、この二

人は本当に絞首刑になったのだろうか。あるいは減刑されて釈放されたのではないだろ

うか。このことがずっと気がかりでした。 

 

(2)実松譲・元大佐の手記 

 軍令部第三部第五課（米国情報担当）の甲部員だった

実松譲・元大佐は手記や本をいくつか書いています。そ

のひとつは『鉄窓随想録 獄中記』（非売品）で、BC級

戦犯として巣鴨プリズン（元・巣鴨監獄、後の東京拘置

所。現在は池袋サンシャインの所在地）に収監されてい

た時に書いた随想記です。所内には絞首台があり東条英

機ほか A級戦犯、BC級戦犯も処刑されました。実松氏

はその身近で過ごしていて、「絞首台を清掃する使役に

かりだされた」と書いています。そして実松氏自身も死

刑を求刑され、死刑はまぬがれたものの重労働 40年の

判決を受けました。釈放されたのは 1958 年でした。 

 この戦犯容疑について実松氏は「大船捕虜収容所始末

記」（『別冊週刊読売 1974 年 9月号』）という手記を書い

ています。この大船捕虜収容所（正式名称は横須賀海軍

警備隊植木分遣隊）は、米軍捕虜 2名が虐待で死亡した

場所です。捕虜を尋問し米軍の情報を得ていました。実

松氏自身は直接暴力をふるわなかったそうですが、「私が面接した捕虜の数は恐らく千

名ほど」で、巧みな尋問で相手を追い詰め情報を引き出していました。ある捕虜は「あ

なたはだませない。本当のことを言うから命の保障だけはしてほしい」と言ったそうで

す。収容所内では「命の保障」がなかったということです。 

 この手記には大船収容所事件で「軍令部 3名、海軍省 1名、横須賀警備隊 7名、警備

隊植木分遣隊 19名など合計 30名」が裁かれ、軍令部の「与倉は重労働 25年、佐々木

は同 18年」の判決を受けたと書かれています。この「与倉」とは、第三部第五課丁部

員・与倉三四三少佐です（『戦史叢書 大本営海軍部・連合艦隊〈6〉』付表「昭和 19 年

8月 2日事務分担一覧表」による）。「佐々木」も「軍令部職員」(上記手記による)で

す。 

 では寺田さんのメモに書かれていた「大田少佐」と「片山」氏は本当に絞首刑になっ

たのでしょうか。「大田少佐」＝太田守少佐は第五課ではなく部長直属乙部員で、日吉

に軍令部第三部が来た時に慶應義塾との折衝にあたっていました。また昭和 20年 7月

15日の「大本営海軍部事務分担一覧表」では戦備部乙部員（通信関係）・通信部第九課

丙部員となっています。ですから捕虜の尋問には関わっていないと思われます。 

 

⑶『法廷の星条旗』でわかったこと 

 この戦犯裁判については『法廷の星条旗――BC級戦犯 横浜裁判の記録』（横浜弁護

士会編）が 2004年に出版されています。私はこの本を入手できずにいたのですが、今

年 4月にようやく本のコピーを入手できました。これによると横浜裁判で起訴されたの 

は 1039名。絞首刑判決 123 名。そのうち絞首刑執行は 51名でした。そして「海軍大船 

『鉄窓随想録 獄中記』 
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収容所・実松譲ケース」という節で軍令部第三部の戦犯裁判のことが書かれています。 

実松氏への戦犯容疑は「収容所職員をして……俘虜から情報収集をするにあたり、虐待

し且つ拷問し、よって米軍俘虜リチャード・エル・ハント中尉を、1945 年 1月から 2

月 28日までの間に、米軍俘虜ノーマン・エミールを 1945 年 2月 1日から 3月 11日ま

での間に死亡するに至らしめたことを命じ又は許容した」「1942年 9月 1日から 1945

年 8月 28日までの間、……収容所職員をして、多数のアメリカ及び連合国俘虜に対し

て虐待し且つ拷問することを命じ又は許容した」というものでした。 

 そしてこの大船収容所事件では 30名が有罪判決を受け、絞首刑判決は警備員、所

長、軍医の 3名でした。しかし、その後の再審理で終身刑に減刑となりました。この軍

医は「横須賀海軍警備隊軍医長の秋田仁郎軍医大佐」だと『鉄窓随想録』に書いてあり

ます。 

 有罪となった 30名の内訳は「収容所所長が 2名、軍令部所属情報将校が 2名、同所

属通訳 2名、横須賀海軍警備隊警備長が 3名、同隊所属の軍医が 4名、海軍省軍務局員

1名、収容所警備員 17名」で、軍務局員は「板垣金信元大佐」と書かれています。板

垣氏は『戦史叢書』付表の昭和 20年 7月 15日の軍令部職員一覧表では、総合部編成班

乙部員（軍機保護、防諜担当）でした。先に書いた「佐々木」氏と、はじめに書いた

「片山」氏は、軍令部職員一覧表に名前がないので軍令部所属通訳の可能性がありま

す。 

 以上からすると、日吉の軍令部第三部に勤務した海軍軍人・軍属で死刑判決を受けた

人はいませんでした。また大船収容所での捕虜虐待拷問・殺害で絞首刑判決を受けた 3

人も処刑されずに減刑されていました。したがってＫ班の理事生だった津田つる子さん

の聞取りメモにあった 2人の「絞首刑」は、そういう噂話があったということなのでし

ょう。なにかホッとします。 

 他方、実松譲氏は「裁判は……事実に基づく審理ではなく、裁判に名を藉りた勝者の 

敗者にたいする一方的な報復行為……それはまるで狂犬」と書いています。死の恐怖と 

不安の日々だったのです。戦争が終わった後も平安な日は戻らないのだと思います。 

（なお『神奈川の「戦後 80 年」―過去から未来へ』(えにし書房)に福永徳善氏が「捕

虜虐待と戦犯裁判―「終わらない戦争」を語り継ぐヨコハマ」を書いています。） 

 

《甲部員、乙部員、丙部員、丁部員に

ついて――「部員」という用語は軍令

部第三部の所属員という意味ではあり

ません。所属部課の幹部職員のこと

で、甲乙丙丁と等級があり上下関係が

明示されています。》 

 

《補注：前回の設備アレコレ(45)で日

吉キャンパスの「地下壕工事は大学に

無断で始められたという話もありま

す。」と書きましたが、その確認ができ

ました。昭和 30年 11 月 19日付、関東

財務局長宛、慶應義塾長の文書に「本

塾内地下施設につきましては御承知の

通り旧海軍が本塾の了解なく無断施設

を行いたるもの」と記されていまし

た。（福澤研究センター所蔵文書）》 

ありし日のスガモ・プリズンの正門 

収容者たちはこれを“運命の門” 

とか“地獄の一丁目”と呼んだ 

〈 『鉄窓随想録』の掲載写真・説明文 〉 
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海外戦跡めぐり(32) 張学良と西安事件 ― 中国 

運営委員 佐藤宗達 

1928年 6 月 張作霖爆殺事件で父を失った張学良は奉天

軍を引き継ぎ、国民革命軍司令官 蒋介石から東三省（奉

天、吉林、黒竜江）省軍司令を命ぜられる。1931年 9月 

満州事変勃発。蒋介石からの指示もあり日本軍の挑発に乗

らず不抵抗を貫いた。その為日本軍は満州全域を占領した

（会報 157号 海外戦跡めぐり(26)奉天(瀋陽)ご参照）。 

欧州遊学後、1935年には西安を拠点として共産軍の根拠

地を攻撃した。 

戦力では勝っていたものの士気の高い共産軍に連敗して

多くの将兵を失う。そして捕虜となった将校が戻って来

て、共産軍が「抗日民族統一戦線」を提案していることを

張学良に伝えると、彼は 1936 年 4月に周恩来と極秘に会

見、「抗日救国協定」を結び停戦することとなった。 

一方、同年 10月と 12月 蒋介石は西安を訪れ、張学良

に共産軍討伐の督戦を叱咤激励したが、12 月 12日 張学

良は「抗日民族統一戦線」の提案が拒否された為、蒋介石を軟禁して統一戦線の決断を

迫った。これが「西安事件」です。 

事態打開の為 張学良、共産軍・周恩来、宋子文・宋美齢（蒋介石夫人）の三者会談

が行われ、蒋介石は共産軍との戦闘を停止、抗日統一戦線をとることになった。1937

年 7月 日支事変が勃発、すぐに終わると楽観して

いた日本軍は統一戦線の抵抗にあい苦戦を強いら

れ、やがてアジア・太平洋戦争になりました。 

張学良は上官反逆罪により有罪となったが、蒋

介石の特赦で無罪となり「軍事委員会にて厳加管

束」することとなり軟禁された。中国国内を転々

としたが、日本の敗戦後は共産軍、国民党軍の覇

権争いから中国は内戦となり 1946年 11月台湾に

移された（蒋介石の台湾移動は 1949年 12 月）。 

台湾でも転々としたが 1961 年には台北郊外の北

投に移り、1990年 6月 90 歳の祝宴が催され 54年

ぶりに姿を現し名誉回復となりました。1991 年に

は軟禁が解かれ病気治療のためハワイに移住、

2001年 10月死去（享年 100 歳）、因みにその 2年

後 2003年 10 月 宋美齢がニューヨークで死去（享

年 105歳）。張学良旧居（台湾北投）は少師禅園と

いうレストランになり、旧居の写真が展示されて

おります。 

連載 

西安（中国）の諫兵亭   

張学良が蒋介石を捕まえた場所 

出典：中国旅遊出版社の紹介写真 

 

 
少師禅園 張学良胸像 

）が 2004年に出版されています。

少師禅園（張学良旧居）正面出入口 
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活動の記録 2026 年 4 月～7 月 

4/24㈮ 会報 165号発送 来往舎小会議室 

4/25㈯ 定例見学会 46名 

4/28㈫ 慶應大学日吉学見学会 30名 

5/7㈭  運営委員会 来往舎小会議室 

5/9㈯  大倉山海軍気象部ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 25名 

5/11㈪ 福澤研究センター設置講座（座学） 

◇講師 阿久澤会長 

5/13㈬ 定例見学会 31名 

5/18㈪ 福澤研究センター設置講座（見学会）63名 

5/23㈯ 定例見学会 42名 

5/25㈪ 福澤研究センター設置講座（見学会）52名 

5/29㈮-5/31㈰ 平和のための戦争展 inよこはま 

6/4㈭  運営委員会 来往舎小会議室 

6/6㈯  2026 年度総会・講演会  

来往舎シンポジウムスペース 

6/9㈫  阿久澤校長 授業（見学会）38 名 

6/10㈬  定例見学会 30名 

6/13㈯  フォローアップ研修（二回目）27 名 

6/22㈪  福澤研究センター設置講座（座学） 

◇講師 亀岡副会長 

6/24㈭  日吉台小学校 4年 2組見学会 28 名 

6/27㈯  定例見学会（台風により中止） 

6/30㈫  田園調布学園大学見学会 8名 

7/2㈭  運営委員会 来往舎小会議室 

7/8㈬  定例見学会 42名 

7/14㈫  慶應高校国際交流見学会 21名 

7/18㈯  フォローアップ研修（三回目）28 名 

〇お問合せ・申し込みは見学会窓口まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 

（見学会）電話 080-5612-6344   佐藤 メールアドレス  hiyoshidaichikagou@gmail.com 

（会計）亀岡敦子：〒223-0064 横浜市港北区下田町 5-20-15  電話 045-561-2758    

（その他）喜田美登里：〒223-0064 横浜市港北区下田町 2-1-33 電話 045-562-0443 

    ホームページ・アドレス：http://hiyoshidai-chikagou.net/  

日吉台地下壕保存の会会報  
        
発行：日吉台地下壕保存の会 

運営委員会 会長 阿久澤武史 

年会費：二千円 

郵便振込口座番号：00250-2-74921 

加入者名：日吉台地下壕保存の会 

初夏の花  

白ユリ 

7/8（水）定例見学会 

4 月から 7 月にかけて慶應大学日吉キャンパスに

て、福澤研究センター設置講座「近代日本と慶應

義塾」（都倉教授を中心とした授業）が設けら

れ、ゲスト講師の講義も行われました。 

◇「慶應義塾と日吉台地下壕」阿久澤会長 (5/11) 

◇「戦没塾生 上原良司を通してみる戦争の時代」 

亀岡副会長 (6/22)  

通信室 

作戦室 

http://hiyoshidai-chikagou.net/

